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機能の概要
請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ロータッチ/容易

グローバル

Ariba Network
SAP Ariba Document Automation
SAP Ariba Document Automation メンバシップ

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

なし

一部の ERP システムや購買システムでは、「番号」また
は「ID」で請求書およびサービスシートを識別する方法を
定義することができます。

受信システムで設定されたルールに一致しない ID の請
求書ドキュメントまたはサービスシートドキュメントが
ERP システムに送信された場合、そのドキュメントが却
下される可能性があります。そのような場合、サプライヤ
がドキュメントを修正してから再提出する必要がありま
す。

以前は、バイヤー管理者は、請求書およびサービスシー
トのドキュメント番号として使用できる文字の最大数と、そ
れらの番号を再使用できるかどうかを Ariba Network で
指定することができました。

これからは、バイヤー管理者は、選択したサプライヤに対
して請求書およびサービスシートの番号付け設定を Ariba 
Network で指定することができます。

サービスシートドキュメントおよび請求書ドキュメントの番
号付けが、ERP で設定されたルールおよび制限に一致す
るようにできるため、ERP でのドキュメントの却下とドキュ
メント番号の問題を解決するための処理コストを回避でき
るようになります。
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

バイヤー管理者: 以前のユーザーインターフェイス
以前は、バイヤー管理者は [設定] > [ドキュメント番号の設定] で以下を行うことができました。
• 請求書およびサービスシートのドキュメント番号として使用できる文字の最大数の指定
• 自動生成サービスシート番号にサフィックスが必要かどうかの指定 (サービスシートの場合)

以前
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

バイヤー管理者: 新しいユーザーインターフェイス
バイヤー企業の管理者は、有効な取引関係を結んでいるサプライヤごとに、請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けの設定を行えるようになりました。

手順
1. [管理] > [設定] の順にクリックします。
2. [ドキュメント番号の設定] をクリックします。

右側に示されるように、[ドキュメント番号付けの設定] 
画面が表示されます。

既存の番号付けの設定を [編集] または [削除] (1) す
るか、[作成] ボタン (2) を使用して新しい番号付けの
設定を作成することができます。 1

2
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

バイヤー管理者: 番号付けの設定を適用するサプライヤの選択

通常の設定では、番号付けの設定は [全サプラ
イヤ] に適用されます。

[サプライヤ] プルダウンリストで、作成中の番号
付けの設定を適用する 1 ～ 10 社のサプライヤ
を選択することもできます (1)。

[さらに検索] リンク (2) をクリックすると、一覧に
表示される 10 社のサプライヤの一覧を変更す
ることができます。

[サプライヤイネーブルメント] で定義された [サ
プライヤグループ (3)] を 1 つ選択することもで
きます。

特定のサプライヤと [サプライヤグループ (4)] 
の両方を選択することはできません。

サプライヤに対して設定された個別の設定は、
すべてのサプライヤに対して設定された一般設
定よりも優先されます。

3

4
2

1
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

バイヤー管理者: 番号付けの設定のオプション

使用可能なオプションは以下のとおりです。

• 3 文字に制限されるプリフィックスを含める。

• 3 文字に制限されるサフィックスを含める。

• ID の最大長を指定する。

• ID に数字を含めることができるかどうか。

• ID に大文字を含めることができるかどうか。

• ID に小文字を含めることができるかどうか。

• ID に特殊文字を含めることができるかどうか、および許可す
る特殊文字を入力する。次の特殊文字がサポートされます: 
`、~、!、@、#、$、%、^、&、*、(、)、-、_、=、+、¥、|、'、"、;、:、/、
および ?。ただし、これらの特殊文字は、必要な場合にのみ使
用することをお勧めします。

• 現在、Ariba Network では、英語のアルファベットのみがドキュ
メント番号での使用でサポートされています。

[OK] をクリックし、番号付けの設定を保存します。
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

サプライヤユーザー: サービスシートの作成および請求書の作成での自動番号付け
サービスシートまたは請求書を作成する際に番号付けルールが適用される場合、変更可能かつ有効な番号が番号フィールドに自動的に入力されます。この自動入力された番
号により、使用できる文字の種類とフィールドの最大長が示されます。プリフィックスまたはサフィックス (最大 3 文字) を特定してみてください。自分に適用されている番号付けの

設定をバイヤー側の担当者に確認することもできます。
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機能の概要
説明: 請求書およびサービスシートのドキュメント番号付けを設定

サプライヤユーザー: サービスシートの作成および請求書の作成での番号制御
サービスシートまたは請求書を作成する際に番号付けの設定が適用される場合、入力した番号は設定に照らして制御され、番号が設定に一致していない場合はサービスシート
を提出することができません。自動生成された番号を使用するか、自分に適用されている番号付けの設定をバイヤー側の担当者に確認することができます。
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じます。
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特に、SAP SE またはその関連会社は、本書または関連文書に概説された事業の実現、またはそこに記載されたいかなる機能の開発また
はリリースに対する義務も負いません。本書、関連プレゼンテーション、および SAP SE またはその関連会社の方針および予定されている
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